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正栄工業株式会社 いわき工場

主な事業内容
プレス加工により電機機器部
品、自動車関連部品を中心に
医療機器・遊技機・センサー
向けなど各種部品を製造しま
す。試作品づくりから金型の設
計、量産、二次加工まで一貫
体制でリードタイム短縮、管理
コスト削減、ユニット化による
納品へ貢献します。より複雑な
部品を少ない工数で生産する
よう追求。各工程をラインに統
合するタップライン(プレス→
タップ→プレス)を構築して低
価格な製品を供給しています。

国内工場とメキシコ工場が連携、自動車メーカーのティ
ア１(１次メーカー)をターゲットに営業活動を推進します。
現在、自動車部品ではBRICsなどを目指してメキシコに進
出しています。金属加工部品の需要は今後も継続し、良
いものを安く提供すれば市場は開けます。日本と海外の
工場がタッグを組めば、国内外を問わず開拓できると確
信しています。いわき・メキシコの工場をインターネットで
結んで情報共有を進めていけば、より高次元の生産活動
が可能になります。国際間の連携は、日本国内でセール
ス活動を進める上でも大きなセールスポイントとして機能
することでしょう。自動車部品を中心に北米・南米への進
出企業を顧客にできるよう、計画を進めていきます。

ティア１をターゲットに営業活動。
いわき・メキシコの連携効果を発揮

離れていても稼働状況を
監視・分析・保守。プレス部品の
試作では、斑の粗さが改善
いわきとメキシコを結ぶIoTの仕組みは以下の通りです。
まずはプレス機に、コムトラックスターミナルと呼ばれ
る専用装置を接続。これにはFOMAモデムが装備され、
それぞれの機械から集められた情報をサーバへ送信。
いわき工場ではサーバ側に蓄積されたデータを、インター
ネット経由で工場パソコンに配します。プレス機の稼働
状況を監視・分析・保守するので生産性の向上、改善
に役立ちます。品質および生産性向上に関しては、プ
レス部品を試作して性能を比べました。使用機械は250
ｔクランクプレス機、300ｔサーボプレス機のフレックスモー
ション。部品は板厚6.3㎜のブラケットです。その破断
面は斑

まだら

の粗さが改善され、クリアランス調整や構造の
工夫によって大きな効果が得られています。

メキシコ工場とのIoT 環境を構築。
管理項目の確認、共有化を図る
現状に於ける課題の解決を図るため、デュアルアクシスサー
ボプレス(以下、サーボプレス機)を導入しました。コムトラッ
クスと呼ばれる稼働管理ソフトを搭載。スライド駆動部を
サーボモータで制御することで、モーション(スピード・位置・
加圧力)を任意にコントロールできる機能を備えています。
いわき工場を基幹に、メキシコ工場の同システムとの間で
IoT 環境を構築しました。生産プロセスのデータベース化、
視える化を実現した結果、海外工場との各種管理項目の
確認、共有化が可能となりました。この成果を活用して
中国工場とのIoT 環境も構築を推し進め、国内外でのグロー
バルな受注拡大を目指します。

プレス生産の方法で、大きな転換期に差し掛かっていまし
た。お客様から注文を受け、担当者が金型を段取りして
部品を生産する。このような従来の方法から脱却していく
必要があったのです。高精度・高品質な部品製造に於い
て技術的な改善のみならず、生産工程の視える化など管
理面へのニーズにも応え、信頼関係を醸成する機運が高
まりました。ものづくりトータルコストの抜本的な見直し
が急務と考えられました。管理体制および在外工場のバッ
クアップ体制、工法転換による大幅なコストダウン、材料
費や金型製作費の削減、さらに金型寿命の向上による原
価低減など、具体的な改善提案が俎上に載りました。

お客様との信頼関係を醸成するため
ものづくりトータルコストの見直し急ぐ

サーボプレス導入で技術的な
バックアップ工場の生産力を強化

技術部長 森田 健二
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